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産学官によるワクチン開発への戦略的なファンディング（案）
ーSCARDAにおける研究開発支援の基本的考え方ー
ワクチン戦略
2.2 戦略性を持った研究費のファンディング機能の強化 より抜粋

政府がAMEDを活用してワクチン開発を先導する仕組みの構築
平時も含めた長期的・安定的な研究の支援の必要性に加えて、緊急時には、今回米

国国立衛生研究所（NIH）や米国生物学医学先端研究開発機構（BARDA）等において行
われたように、ワクチン開発に有効と考えられるシーズ、モダリティを早い段階で見
つけ、開発の進んだ研究機関、企業等を選定し、まとまった研究費を迅速かつ機動的
にファンディングする機能が必要である。～（省略）

緊急時においては国策としてワクチン開発を迅速に推進するために、政府はAMED内
に、平時からの研究開発を主導する体制を新設（先進的研究開発戦略センター
「SCARDA （スカーダ）」（仮称））し、健康・医療戦略推進事務局主導のもと、各省
の縦割りを排した一体的かつ機動的な予算の配分を通じ、新規モダリティの育成、感
染症ワクチンへの応用（製造技術の検討、特殊製剤化技術（製剤の安定化、DDS 等）
の研究開発を含む）等を実施する。～（省略）
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① 重点感染症に対するワクチンの開発
② ワクチン開発に資する新規モダリティの研究開発

産学官によるワクチン開発への戦略的なファンディング（案）
ーSCARDAにおける研究開発支援の基本的考え方ー

SCARDAによるファンディングで実施すること

SCARDAにおける研究開発支援の基本的考え方

目標
国が定める重点感染症に対して緊急時にいち早く、
安全で有効な、国際的に貢献できるワクチンを国
内外に届ける

平時より長期的・安定的かつ戦略的に以下について産学官の連携による研究開発
を支援する。緊急時には、迅速・機動的なファンディングで早期実用化を目指す。

さらに、利便性等に優れたワクチンの開発も期待
（例）
・副反応が少ないなど、より安心して利用できる
・保存性に優れる、投与方法が簡便である
・生産量の確保がしやすい、安価である
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【SCARDAによる平時からの戦略的・機動的な研究推進】
・ 拠点等の研究の進捗を踏まえ、ワクチン等の開発（含：臨床試験）への戦略的なファンディングの実施

製薬企業／創薬ベンチャー／ワクチン製造施設
（産業育成／ベンチャー支援／デュアルユース施設整備）

SCARDA

健康・医療
戦略推進事務局長

フラッグシップ拠点長

重点感染症など、SCARDAの方針に基づき、
新たなモダリティ等のシーズ創出

【アカデミア情報の集約】
・ 最新の研究・技術動向
・ 海外拠点からの“生”の情報

• ワクチンの治験に協力する臨床研究中核病院等の体制
強化（ARO人材、国際共同治験の実施・支援能力拡
充）

※ アジア地域における臨床研究・治験ネットワークの充実に
向けて以下も合わせて実施。
・ アジアでの拠点医療機関での治験実施基盤整備
・ 各拠点での治験実施人材の育成 等

海外拠点からの“生”の情報収集
・ 未知の感染性疾患のサーベイランス研究
・ ウイルス・病原菌の発生源の特定
・ ヒトに感染を起こす遺伝子変異の探索等

【大学が有する海外拠点】

• 優良ベンチャーの発掘・育成等のためのリスクマネー供給
• 新たなモダリティに対応したバイオ製品製造施設（CDMO）の整備・
維持支援、製品製造に必要な部素材の確保支援*

• 実用化後の出口（新たな感染症の発生時における、開発後のワクチ
ンの買い上げ等）の検討*

出口を見据えた
研究・臨床・産業の協働体制

ワクチン等のシーズ（非臨床）

研究初期段階からの
ニーズなどの提示

臨床データ

シーズの事業化／開発されたワクチンの製造・確保
開発されたワクチンは国内のみならず、
国際的な枠組みえを通じた供給や、
相手国のニーズに応じてODAの活
用等の検討を行いながら供与してい
く*。

臨床

産業

研究

SCARDAマネジメント
〇AMED理事長直下で、平時、エビデンス集積（ワクチ
ン開発）に向け、長期的な研究支援を戦略的に実施。
〇緊急時、適切なワクチンの迅速な開発の実現に向け
迅速・機動的なファンディング。

*研究開発の範疇を超えるが、総合的な対策として記載した。

臨床研究中核病院等
（緊急時の治験実施協力の要件化などによる強化）

研究拠点のシーズの速やかな臨床試験への導出

*緊急時に参加
厚労省 医務技監

ワクチン開発・生産体制強化戦略を踏まえた研究推進体制（案）
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内閣府 健康・医療戦略推進事務局、文科省、厚労省、経産省
政策に基づいた方針/重点化を指示

センター長

プロボスト 連携 厚生労働省ワクチン
振興部局（新設）

モニタリング体制
感染研・NCGM等
産官学連携

フラッグシップ拠点＆シナジー効果が期待できる拠点
• 拠点運営・研究内容に、アカデミアのみならず、臨床現場、
産業界が集い、その声を直接反映できる体制整備。

• 新たなモダリティなどへの対応を含め、従来の感染症研究
に留まらない、多分野融合研究の推進。
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